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研究成果の概要（和文）：東北地方の多数の古生代オフィオライト超苦鉄質岩体について、その岩石学的多様性を明ら
かにし、従来の宮守・早池峰岩体や中・古生代堆積岩中の砕屑性スピネルの研究結果と比較しながらその起源を考察す
る論文を出版した。ただし、阿武隈山地の超苦鉄質岩については、御齋所変成岩の原岩であるジュラ紀緑色岩との関係
を調査する必要がある。北上山地のジュラ紀付加体についても、古生代～三畳紀緑色岩や随伴する堆積岩の特徴と分布
を明らかにし、当時の海洋マグマ活動や付加体形成史に関する論文を執筆中である。また、モンゴルの古生代プルーム
型オフィオライトと日本のものとの類似点と相違点について論文を発表した。

研究成果の概要（英文）：We have published a paper on ultramafic rock bodies of the Paleozoic ophiolites in
 Northeast Honshu, reporting their petrologic diversity and discussing their origin in comparison with the
 well-studied Hayachine-Miyamori ophiolite and spinel grains in the Mesozoic and Paleozoic clastic sedimen
tary rocks. However, ultramafic rocks in the Abukuma Mountains are possible to be fragments of a Jurassic 
ophiolite of the Gosaisho zone, and further studies are needed to verify this possibility. Paleozoic and T
riassic greenstones and associated sedimentary rocks were studied in the northern Kitakami Mountains, and 
we are preparing a paper to discuss their oceanic plateau magmatism and subsequent accretionary processes.
 We also published a paper on the Mongolian Paleozoic greenstones, and compared them with the well resembl
ing Japanese examples.
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１．研究開始当初の背景 
申請者は学生時代以来オフィオライトを

研究しており，西南日本内帯の夜久野オフィ
ライト(石渡, 1978; Ishiwatari, 1985)をはじ
めとして，アルプス山脈やロシア極東地域の
オフィオライトを研究し，その成果を世界に
公表してきた．また，日本や世界のオフィオ
ライトに関する総説（石渡，1986; 1989; 
2010）も公表している．そして 2009 年には
「オフィオライトと東北アジアの地質学的
研究」により日本地質学会賞を受賞した．し
かし，オフィオライトは非常に巨大で複雑な
研究対象であり，わかったことよりも，まだ
わからないことの方が多い． 
 1973 年に始まったオフィオライトの海嶺
起源・島弧起源に関する「都城論争」はその
後この学問分野の中心的テーマとなり，当初
は島弧起源説に拒否反応を示していた欧米
諸国の研究者も，最近（特に 2008 年の都城
氏逝去後）はほとんどのオフィオライトが沈
み込み帯の上で形成されたとする考えに傾
いている（石渡, 2010)．そして，特にテーチ
ス海地域の典型的なオフィオライトは，海洋
プレート内で沈み込みが開始された直後の，
ボニナイト（無人岩）を含む特殊なマグマ活
動で形成されたと考えられるようになった
（同上）．オフィオライトの地質学的研究は，
1970 年代のプレートテクトニクスに基づく
地球科学の確立に大きく貢献したが，最近の
研究は現在の海洋沈み込み帯域の研究と連
携しながら，沈み込みの開始と島弧海溝系形
成のプロセス解明に道を開きつつある．日本
列島を構成する地質体の中で，古生代のオフ
ィオライトは，構造的最上位を占める日本最
古の地質体である．これを研究することは，
日本列島の誕生期の構造発達史を明らかに
するだけでなく，古太平洋の発生とそこにお
ける沈み込み発生プロセスを解明する糸口
を与える可能性がある．しかし，従来の日本
の古生代オフィオライトの研究は，このよう
なグローバルな視点に乏しく，また少数の大
きな岩体に限られていて，点在する小岩体を
網羅的に研究して広域的な変化を追う試み
はあまり行われなかった．本研究は，環太平
洋地域の中でも珍しい，古生代のオフィオラ
イトが広域的に分布する日本列島において，
それらの岩石学的多様性と構造的特徴を総
括的に明らかにしようとするものである． 
私は，2002～2004 年に科学研究費補助金基
盤研究(C)(2)を受けて，「日本の古生代オフィ
オライトと高圧型変成岩類（特に上越帯）の
岩石学的研究」を行った．その成果は，いく
つかの国際学術誌に発表したが（本申請書 8
頁参照），その後日本と東アジアの地質研究
が進展し，日立変成岩の原岩がカンブリア系
であることが確実になるなど（田切ほか , 
2010），当時とは情勢が変化してきた．本研
究は現時点での学問的状況を踏まえ，日本全
体の古生代オフィオライトの岩石学的全体
像を描き出し，日本列島の地質史の最初期に

おける構造場とマグマ活動を考察するもの
である．この立案には，伊豆・小笠原・マリ
アナ前弧地域における私自身のオフィイオ
ライト質岩石の調査経験(Ishiwatari et al. 
2006; 柳田ほか, 2007)及び最近のオフィオ
ライト成因論（ Dilek & Furnes, 2009; 
Pearce & Robinson, 2010; 石渡, 2010 の解
説を参照）が起動力となっている． 
２．研究の目的 
現在の日本列島を構成する地質体の中で

最古のものは，構造的に最上位を占める古生
代のオフィオライトである．しかし，従来研
究されてきた日本列島の古生代オフィオラ
イトは，まとまった分布域をもつ大きな岩体
に限られ，広域的な岩石学的多様性の把握や
列島全体のテクトニクスの解釈を行うには
情報が不足していた．我々の最近の予察的調
査により，日本各地から小岩体や堆積岩中の
礫として古生代オフィオライト岩類が相次
いで発見され，この状況を打開する道が開か
れた．環太平洋地域で古生代オフィオライト
がこれだけ広範囲に点在する地域は，オース
トラリア以外では日本だけであり，それらの
広域調査は地球のテクトニクス解明にも大
きく貢献する． 
３．研究の方法 
 本研究は日本列島の古生代オフィオライ
トかんらん岩類の広域的な多様性の調査と
いう新しい着眼点に基づいて行うものであ
るが，その方法は，野外地質調査，標本採集，
薄片作成・観察，EPMA による鉱物化学分析，
XRF による全岩化学分析などの伝統的な岩石
学的方法を用いる．それと同時に，日本全国
のこれまで公表されている超苦鉄質岩に関
する鉱物化学組成のデータをまとめて，利用
しやすいデータベースを構築し，本研究で新
たに得られるデータと合わせて，時間的・空
間的多様性を描きだすことを目指す．１年目
の野外調査は主に中部地方・近畿地方につい
て行い，２年目の野外調査は主に東北・北海
道地方について行い，３年目は東北・北海道
地方の調査を続けるとともに日本の古生代
オフィオライトかんらん岩の岩石学的デー
タベースを完成させ，その多様性の空間分布
と当時の沈み込み帯のマントル・プロセスに
関する結論を得る計画である． 
４．研究成果 
本研究課題「日本の古生代オフィオライト

の多様性と沈み込み帯プロセス」の 3年間の
研究の成果として、東北地方の北部北上帯の
緑色岩ならびに砂岩、北上山地、脊梁山地、
阿武隈帯の超苦鉄質岩、岐阜県美濃帯の緑色
岩、そしてそれらの比較対象としてのモンゴ
ルの付加体緑色岩、近畿地方の超丹波帯の蛇
紋岩砂岩、宮城県内の新生代火山岩などの化
学組成・鉱物組成について研究し、9 編の論
文、22 編の学会発表、3編の図書の発行をお
行った。また 2013 年 9 月の日本地質学会第
120 年学術大会（仙台）では、北上山地の前
期古生代の宮守・早池峰オフィオライトへの



巡検を小澤一仁・前川寛和両氏とともに組織
し、案内書を出版した。この巡検は外国人６
人を含む多数の参加者を得て台風の直後に
恙なく実施され、好評だった。さらに、同大
会において、英語による国際シンポジウム
「環太平洋オフィオライト：沈み込み、付加
作用、マントル・プロセス」を宮下純夫氏と
ともに組織し、外国人３人を含む７人の第１
線の研究者の講演と多数の聴講者を集め、成
功させた。一方、日本の付加体と比較しなが
ら、その延長である中央アジア造山帯のモン
ゴル国ハンガイ山地において古生代デボン
紀の付加体緑色岩の研究を学生の G. 
Erdenesaihan 君と行ってきたが、その結果を
2013年9月に筑波大学で開催された日本鉱物
科学会で発表するとともに、論文をJour. Min. 
Petr. Sci.誌に出版することができた。最近
では、2014 年 4月に中国北京で開催された国
際オフィオライト・マントルプロセス・関連
鉱床ワークショップに招待され、「プルーム
型オフィオライト、巨大火成岩区と地球型惑
星の地質」という題で講演を行い、好評を博
した。 
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